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１．まえがき 
 平成１６年から続く世界的なチタン市場の活況の中、平成１８年度を迎えた。 
今年度は、チタン世界会議の日本開催を翌年度に控えた最終準備段階であり、また、日本主導

によるチタンの国際標準化の推進、チタンの新しい製錬法を目指して進めている JTS法の実用化
など、国際的な場での活動を一段と飛躍させるとともに、チタンの基盤技術の整備とデータベー

スの充実、さらに、新たな用途市場を開拓することも大切な事業として展開を図りたい。 
 
２．協会の活動 
２．１ 協会活動の基本方針 
 、世界の技術や市場の動向を視野に入れながら、製造技術開発、新市場開拓、基盤整備など多

角的で具体的な施策を積極的に実行する。 
 
《 重点項目 》 
 
（１）チタン世界会議日本開催に向けた準備と支援 
（２）需要の拡大と新しい市場の開拓 
（３）外部機関との共同研究・共同開発 
（４）次世代生産プロセスの実用化支援 
（５）チタンの国際標準化（ISO化）の推進 
（６）積極的な国際交流の推進 
（７）チタンの啓蒙・普及活動の強化 
（８）会員のためのチタン情報発信の充実 
 
２．２ 各委員会の活動計画 
 ２．２．１ TKK 
 (1) チタン世界会議の業界側窓口としての活動 
 (2) 新規需要開拓に関する情報の調査、収集とテーマの選択、絞込み 
 (3) 技術・開発関連方針の企画、立案、調整  
 (4) 啓蒙・普及活動方針の審議 
 (5) 産・学・官の交流の推進 
 (6) チタン産業戦略に基づくロードマップの検討 
 
 ２．２．２ 開発会議（小田議長） 
 (1) 海淡・環境部会（石外部会長） 
   ・IDA、JDAとのコンタクトによる海淡技術とプラント案件の情報調査 
 (2) 船舶・建設・海洋部会（兼 小田部会長） 
   ①船舶WG（木下主査 / 上瀧ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・(独)海上技術安全研究所との連携・支援と共同研究 
   ・(財)舟艇協会との共同活動 
   ・チタン適用造船メーカーへの協力、支援、PR 
   ・船舶用チタン部材の適用拡大 
   ②建設WG（山本主査） 
   ・鋼材倶楽部「海洋防食第 1分科会」マニュアル作成の検討 



   ・高架構造物景観材料研究成果のまとめ、成果の投稿 
   ・防火材料等関係団体協議会への参加 
   ③下水道補修WG（山本主査） 
   ・(独)土木研究所との実地暴露試験の継続およびその成果の PR 
 (3) 医療・民生品部会（神谷部会長 / 上瀧ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・ﾁﾀﾝの医療用途への適用､研究用供使材の支援 
   ・ﾁﾀﾝｱﾚﾙｷﾞｰに関する情報収集 

・先端医療開発研究会、歯科ﾁﾀﾝ学会等との交流 
 (4) 賛助会員部会（平嶋部会長/大黒･諸石･上瀧･砂川･山口･西村･添田各ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ①全般 
   ・夏(7/13),冬 2回の賛助会員総会・交流研修会の実施 
   ・賛助会員数：目標 185社（18年連続会員増加） 
   ・海外との交流推進（ITA参加・講演・見学 等） 
      ・運営委員会による企画・運営 
   ②地熱利用WG（小澤隆久主査 / 大黒ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・温泉関連情報収集、PR活動の推進 
   ③環境クリーンWG（千葉主査 / 上瀧ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・他団体との交流、チタン PR推進 
   ④上下水道WG（小澤隆治主査 / 大黒ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・水道管実地試験の実施 
   ・次亜塩素酸ｿｰﾀﾞ貯槽用ﾁﾀﾝﾀﾝｸの普及活動 
   ・管工機材展、オゾン協会展示会等への出展・PR 
   ⑤ファスナーWG（北主査 / 添田ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 

・PR用資料の改訂 
   ・ネジ製造技術情報の収集 
   ・Ti-6Al-4V合金ねじ規格の制定推進 
   ・機械要素技術展への出展 
   ・会社訪問・PR 
   ⑥西日本支部（小澤隆久支部長 / 西村､諸石､山口,大黒ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・西日本支部総会・講演会・交流会の開催 
   ・新年交流会の開催 
   ・チタン何でも相談ｺｰﾅｰの HP上での継続推進：西村ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 
   ・次世代チタン航空機部品分野の検討 
   ・運営委員会による企画・運営 
   ⑦養成講座企画グループ(千葉主査 / 諸石･西村･山口･上瀧･大黒ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ) 
   ・養成講座の開催(6/22-23尼崎) 
   ・テキスト編纂 
   ⑧福祉医療WG(小澤日出行主査/諸石･西村･上瀧ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ) 
   ・義肢装具調査研究の推進 
   ・動物用インプラント調査研究の推進 
 
２．２．３ 表彰審査委員会（兼 八木委員長） 

   ・平成 18年度協会表彰者の選考 
 
 ２．２．４ ITF委員会（齋木委員長） 
   ・第 22回 ITA年次大会（10/1-3米国ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ）での各国ﾁﾀﾝ協会 Joint Meeting参加 
   ・各国チタン協会との交流 
 



 ２．２．５ 業務委員会（齋木委員長） 
   ・運営委員会事務局活動、総会・理事会審議事項の検討、協会事業計画立案・実績ﾌｫﾛｰ 
   ・会員異動、協会統計結果に関する審査 
   ・所管官庁との連携、輸出関連法規の遵守 
 
 ２．２．６ 展伸材委員会（原 委員長） 
   ・展伸材市場動向への対応 
   ・貿易と関税問題への対応 
   
２．２．７ 編集委員会（長田委員長 / 下條ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ・鈴木編集顧問） 
  ・基本方針「需要拡大に寄与する技術情報誌」継続 
  ・「我が社のこだわりの技術・一品」の新連載 
  ・研究室紹介継続 
・チタンの利用技術シリーズ継続 

 
 ２．２．１１ 環境委員会（加古委員長） 
   ・京都議定書発効に伴う対応 
   ・チタン鉱石に関する廃棄物管理基準法制化の動きについての情報収集 

・装置材料部材廃棄基準法制化の動きについての情報収集 
・チタン業界の環境問題対応状況の公報・PR 
・事故、災害防止情報の交換 

 
 ２．２．１２ 技術委員会（山本委員長） 
 (1) 総括課題 
   ・チタン規格の充実、国際標準化推進 
   ・チタン関連技術ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの充実 
   ・2007年日本開催への活動（日本金属学会）支援 
   ・第 13回ﾁﾀﾝ講習会の開催 
   ・第 3回工業高校先生の見学会開催 
 (2) 材料分科会（小川 厚主査 / 山田･樫田ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・JIS規格改定作業,圧力容器規格への CP2種の追補 
   ・ASTMにおける規格改定作業の日本側交渉窓口としての対応（継続） 
   ・ISO/TC79/SC11(チタン)規格案策定,各国調整 
   ・チタン合金ねじ規格制定(ﾌｧｽﾅｰWG)へのサポート 
 (3) 耐食性分科会（屋敷主査） 
      ・チタン耐食性問題に関する課題への対応 
 (4) 非破壊検査分科会（杉 主査/山口ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・ISO/TC79/SC11(チタン)/WG3のコンベナー対応とWD2件の規格案策定,CD化 
   ・放射線透過試験用透過度計の補充製作と販売計画 

(5) 分析分科会（稲本主査） 
  ・JIS分析方法通則,蛍光 X線分析方法およびｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ法改正原案の作成 
  ・ISO/TC79/SC11(チタン)WG2の策定規格案 4件の DIS化推進 

 (6) 溶接分科会（小川和博主査/上瀧･近藤･広瀬･長谷ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ,小見山溶接協会ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ,横山ｱﾄﾞﾊﾞ
ｲｻﾞｰ,小溝溶接分科会顧問） 

   ・チタン溶接技術の普及・向上：溶接技能者の顕彰 
   ・日本溶接協会との連携、AWS（米国溶接協会）D1.9, G2D, A5Kへの参加 
   ・(独)産業技術総合研究所「ものづくり先端技術ｾﾝﾀｰとの共同研究」成果(ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)の PR 
   ・各種接合技術の基盤ﾃﾞｰﾀ整備 



   ・JIS改訂,ISOとの整合化への協力 
 (7) 企画調整幹事会（長島主幹） 
   ・春期、秋期 ASTM委員会への出席 
   ・ISO/TC79/SC11（チタン）およびその国内対策委員会への対応 
 (8) 製造技術研究会（兼 山本主幹） 
   ・ｽﾎﾟﾝｼﾞ、溶解、圧延の各WGにおける課題の調査研究 
 
 ２．２．１３ 新製錬委員会（委員長：市橋委員長） 
   ・ﾁﾀﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの進捗状況の確認 
   ・内外の新製錬法関連の情報交換 
  
２．２．１４ ISO/TC79/SC11 国内対策委員会（鈴木委員長＝工学院大学/北岡ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ･山

田ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） 
   ・2006年通算第 6回国際会議（10月米国ｻﾝﾃﾞｨｴｺﾞ）開催に向けた幹事国業務 
   ・分析法,非破壊検査,用語に関する規格案の策定・提案とそのためのWG推進 
 
２．３ 協会支援者の活動環境整備 
 (1) アドバイザー・コンサルタント規定の効果的運用 
 (2) 関連学会チタン研究者との積極的な交流と支援依頼 
 


